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プラごみゼロを目指すと言いつつ、生ごみ分別の際、
プラスチック袋を使用すると決めたのは何故か。

試算では128トン/年のプラスチック袋が出るとのことだが、
エシカルアクションとして個人事業者も含め町全体にブラごみを
生まないお願いをしていることとの整合性は。

生分解性の袋で生ごみを収集することによって破除袋機も不要となり、
全てが解決すると思うが。 

先進地の視察では生分解性の袋使用の成功例がある。むしろ破除袋機を
導入することにより導入費が1000万円、
年間の修繕費が400万円/年と試算されているが。

堆肥化できる袋なので、合理性はある。 現在でもごみを出すために各自が袋を
買っている。 ある程度の補填で済むと思う。 逗子市等とは町の方針を示せば
交渉できることと思うが。

生ごみを入れて出されたプラスチック袋は
逗子市に燃やすごみとして出すとの計画か。

その袋は廃プラでありながら、燃やすごみとして出すのであれば、町民の
方々に廃プラと燃やすごみを分別していただいているのを止めるのか。

 

必要悪として使わざるを得ないと判断している。（町長）

現実として、やむを得ないと判断した。（町長）
 

袋のコストや耐久性の問題がある。そして破除袋機を
設置しないことは、広域で動いている逗子市・鎌倉市の
生ごみを入れることができなくなる。　（町長）
 
年間400万円の維持費は安く済んでいると思う。
生分解性の袋は5,900万円/年と試算している。(町長)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　逗子市民等の考えを最大限尊重しなければならないの
で私からの軽々な発言は控えたい。（町長）
 

そのとおり、逗子市で燃す。　（環境部長）

生ごみが入っていた袋は汚いので
燃やすしかないと思っている。（町長）

かなざきひさの 一般質問　令和5年12月12日

私たち町民にはプラスチックに関して分別も含め厳しいことを要求して
いながら、行政がやっていることはまったく整合性がとれていない。町長
とは話しが、かみ合わないまま、もどかしさが残りました。特別委員会で
委員の意見も聞いてみたいと思います。

1　ごみ問題に関して町長方針との整合性を伺う　

ひさの考え



49歳以下で町村長になった首長会の代表に山梨町長は就任した。
それは任意の団体だが、事務局はどこに置いてあるのか。
 
何故、年齢制限があるのか。

 
葉山の強みは人材が豊富だと思うが、幅広い年代層からのご意見を伺った方が、葉山のため
になる。まちづくりに関する人材バンクの設立を提案したいが。
 
障害者週間に庁舎内で作品販売を行った際、障害者本人の参加を断ったのは町長の意向か。
 

役場政策課だ。　（町長）

 
若手ということで、子育て等当事者目線で一緒に考えてい
く非常に心強い仲間になると考えた。　（町長）
 
葉山での休息を楽しんでいる方々に、町のことで何か提言
を、と依頼することがなかなか難しいと感じている。（町長）
 
そのような意向は持っていない。相談プースの横なので、声
を上げないような販売の仕方をお願いするよう伝えた。　
　（町長）　　　　　　　

建て替え等についての提案を近隣関係者に行った。町有地に
建ってはいるが町所有の施設ではない。越権行為ではないか。

堀内会館運営委員会が収益事業を行っている。諸問題を解決し、
町への移管が決定した上での提案にすべきと思うが。

公共的に利用してきたので、行政として
老朽化に対応し立て替えに向けて
動かざるを得ないと判断した。　（町長）

できれば一緒に議論いただけたら
ありがたい。（町長）

堀内のホテル建設に関し、出された申出書への返答は。

 
事業者に指導ではなく、疑義があると指摘されたことを町が責任を持って調査すべきだと思うが。

 
まちづくり条例を通すために事実と違うことを町に書類として提出しているという疑義だ。
町がだまされたかもしれないという危機感を持って真剣に対処すべきと思うが。 
 

事実と違うと指摘された点に関して、
引き続き事業者に強く指導する。（都市経済部長）

町が仲介するのではなく事業者と住民が
直接会って話すことが一番いいと思っている。（町長）

拡幅の同意を得ていながら、買い取りをしない場合は
「だまされた」との判断をするが、そうではないので、
3者の話し合いの場を設けることに努める。（町長）
 

必要悪として使わざるを得ないと判断している。（町長）

現実として、やむを得ないと判断した。（町長）
 

袋のコストや耐久性の問題がある。そして破除袋機を
設置しないことは、広域で動いている逗子市・鎌倉市の
生ごみを入れることができなくなる。　（町長）
 
年間400万円の維持費は安く済んでいると思う。
生分解性の袋は5,900万円/年と試算している。(町長)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　逗子市民等の考えを最大限尊重しなければならないの
で私からの軽々な発言は控えたい。（町長）
 

そのとおり、逗子市で燃す。　（環境部長）

生ごみが入っていた袋は汚いので
燃やすしかないと思っている。（町長）

葉山にとって大事にしたい建物です。
補修に向けて、町民が立ち上がってい
ます。旧役場跡地への移築再生が可能
であれば、御用邸のある町として相応
しいまちづくりになるのではないかと
夢を描いています。

https://hayama-gikai.gijiroku.com/
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障害者週間に各事業者が庁舎内で作品販売をしたのは今回が初めてです。
とても良い企画と思いましたが、障害者が楽しそうに販売をしている風景を
見ることができなかったのは残念でした。

2　年齢差別・障害者差別について

3　堀内会館について　

4　行政処分・行政指導を求める申出書について

5　旧伏見宮葉山別邸について

かなざきひさの 一般質問
令和5年12月12日

道路拡幅の話し合いをしたにも拘わらず応じてもらえなかった、との報告書を町は信じて、道路幅が
条例に合わない場所に許可をしました。しかし、拡幅の相談を受けていないとの近隣住民からの訴えです。
それを事業者に対し、調査もせず、怒りもしない町の対応にまったく納得できません。
一刻も早く3者面談をして真実を明らかにすべきです。

葉山町議会　本会議録画配信
視聴はこちらから


